
3つのコンセプト

++ 医療システムの改革にかかる費用
は負担ではなく、国民の健康を改
善しうる未来への投資である。

コンセプト2コンセプト2

疾病の回復だけではなく、健康寿命の延伸
に資する医療システムの構築が不可欠である。

コンセプト3コンセプト3

+効果的な医療を持続的に実現する
ため、医療システムの効率化・適
正化が求められる。

コンセプト1コンセプト1

人生100年時代にふさわしい
健康長寿社会をつくる医療システム

3つのコンセプトに基づく政策提言の概要

支出の効率性を高める取り組み

研究開発を効率化し市場アクセスを改善するレギュラトリーサイエンス

プッシュ型およびプル型のインセンティブの開発・普及

よりよい政策討議のための医療情報データベース

医療システムを支える財源や支払いメカニズム

価値に基づく意思決定による未来への選択

下記6つの観点から3つのコンセプトの実現を目指す。
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日本医療政策機構は、2019 年度、今後の医療システムについてマルチス
テークホルダーで議論するためのタスクフォースを設立した。その中での
議論の概要を下の図にまとめる。

健康寿命の延伸

支出の効率性を高め、国民の
健康を支える安定した医療提
供体制の確立

多面的な医療の価値の評価に
よる、健康長寿社会の基盤と　
なる医療システムの構築

安定した財源の確保と医療費　の確保と医療費
の調整による持続可能な医療
提供体制の構築

効率化・適正化 未来への投資

支出の効率性
（第1章 鎌江 伊三夫※）

レギュラトリー
サイエンス
（第2章 梅津 光生※）

インセンティブ
（第3章 中村 洋※）

医療情報
データベース
（第4章 清水 央子※）

財源や支払い
メカニズム
（第5章 小黒 一正※）

価値に基づく
意思決定
（第6章 五十嵐 中※）

※なお、タスクフォースによる詳細な政策オプションについては、有識者報告書を参照されたい。
※1 HTA (Health Technology Assessment: 医療技術評価 )
※2 PHR (Personal Health Record)

メリハリのあるインセンティブ
の使用による健康寿命の延伸に
繋がる医療改革の推進

革新的な医療技術の市場アク
セスを改善し、高度な医療の
安定供給

政策オプションの概要
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※本プロジェクトでは、発言内容と発言者が特定されないチャタム
ハウスルールを採用し、本資料および有識者報告書は、筆頭著者
の方々と主催者である当機構がタスクフォースでの議論を取りま
とめたものであり、必ずしも登壇した方々の意見を代表するもの
ではない。

医療情報データベースを活
用したエビデンスに基づく
健康寿命の延伸に資する政
策の立案と効果検証

HTA※1の実施を国民皆保険全
体に拡大し、投資への規律性の
導入

医療経済・アウトカム研究の専
門家を育成し、医療システムの
長期的な持続可能性の改善

医薬品・医療機器の安全性と有
効性を多角的に審査できる人
材を育成し、市場アクセスの長
期的な改善

PHR※2を含む患者単位でのデ
ータを拡充し、国民の健康に
資する政策立案の情報基盤の
整備

安全性と有効性を考慮したう
えでの相互承認や早期承認に
よる研究開発の効率化

既に集積されている医療情報
データを最大活用するための
解析インフラとマスターデー
タの構築

患者及び産業競争力視点の優
先順位付けに基づく医療費の
調整

マクロ経済スライドを用いた財
源の調整を一部に導入し、医療
システムの持続可能性の担保

患者視点での価値評価を導入
し、多様な需要を満たしながら
効率を改善

患者視点の価値に基づき、マイ
ナスのインセンティブを使用
した改革の推進

生産性損失の評価による労働
損失を抑制する医療提供

プッシュ型、プル型インセン
ティブを使用し、効率の高い
医療提供の促進


